
第６２回
船橋市地域公共交通活性化協議会

令和５年１１月９日

資料４
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１．開会
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次 第

１．開 会

２．概要説明
（１）協議会の運営と本市公共交通の現状について

３．議事及び報告
（１）【承認事項】令和６年度船橋市公共交通不便地域解消事業の

ダイヤ改正及び運行継続 について

（２）【報告事項】船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

（３）【報告事項】委員からの話題について
①他市事例を踏まえた船橋市地域公共交通活性化協議会の
議論活発化への提案（日本大学理工学部 轟委員）
②一般乗合旅客自動車運送事業の（運賃）協議会について
（国土交通省関東運輸局千葉運輸支局 小林委員）

４．その他
・次回の開催について
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２．概要説明

協議会の運営と本市公共交通の
現状について

概要説明
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２．概要説明
協議会の運営と本市公共交通の現状について

概要説明

協議会等の変遷

「道路運送法施行規則」と
「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の

両方の目的・要件を兼ねる
「地域公共交通活性化協議会」

「道路運送法施行規則」に基づく
「地域公共交通会議」

※委員の任期は２年となります。
現委員は令和５年度末までの任期です。第１回協議会の様子
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２．概要説明
協議会の運営と本市公共交通の現状について

概要説明

個別ヒアリング

協議会

部会（ＷＧ）

オブザーバー

👤
👤👤

👤 👤

👤

👤 👤

👤

👤 👤

👤

👤
👤

👤 👤
👤

👤 👤
👤

👤

👤

👤 👤
👤 👤

👤

〇運賃協議部会（仮）の開催
〇公共交通不便地域解消事業の報告
〇バス・鉄道事業者の現状報告、課題提示
〇新モビリティ等の検討

〇住民からの相談事項の確認
〇現状報告
〇懸念事項の確認
〇部会案件の抽出

〇予算決算の承認
〇船橋市地域公共交通計画の推進
〇デザインナンバー補助金活用
〇部会案件の報告
〇オブザーバーからの助言・提案事項

👤

事務局

※根拠法
地域公共交通会議：道路運送法施行規則（第９条の３）
地域公共交通活性化協議会：地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（第６条）

新たに運賃協議会部会の設立を検討中
次回、設立についてお諮りします。
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年度

月

上旬/下旬 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下

協議会

部会

委員より
事例報告

ヒアリング

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

令和5年度

３月９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

２．概要説明
協議会の運営と本市公共交通の現状について

概要説明

７月：前年度決算（案）の承認
１１月：次年度公共交通不便地域解消事業の運行承認
２月：来年度予算（案）の承認

その他：計画の策定、地方版図柄入りナンバープレート助成金の活用
船橋市地域公共交通計画における事業の実施等

主な承認事項

ヒアリング随時各事業者や市民へ行っていきます。

委員の取り組み等の報告、意見交換を行っていきます。

年３回を基準に開催します。（場合によって書面開催あり）

協議会前に開催し、事業の実施等を議論します。
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２．概要説明
協議会の運営と本市公共交通の現状について

max min

・船橋市における公共交通（鉄道・バス）の利用者はコロナ禍以前までは上昇傾向であった。
・最大利用者数は、平成３０年度で、年間約７億３６００万人（１日あたり約２１０万人）
・最低利用者数は、令和２年度で、年間約５億５０００万人（１日あたり約１５０万人）
・最新利用者数は、令和４年度で、年間約６億３８００万人（１日あたり約１７５万人）

コロナ禍前後で
約２５％ダウン

１５年間で約１６％アップ

Latest Data

２年間で
約１５％回復

鉄道+バス

概要説明
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２．概要説明
協議会の運営と本市公共交通の現状について

max min

コロナ禍前後で
約２５％ダウン

１５年間で約１７％アップ

Latest Data

２年間で
約１６％回復

鉄道

概要説明

・船橋市における鉄道の利用者はコロナ禍以前までは上昇傾向であった。
・最大利用者数は、平成３０年度で、年間約７億９００万人（１日あたり約１９４万人）
・最低利用者数は、令和２年度で、年間約５億３１００万人（１日あたり約１４５万人）
・最新利用者数は、令和４年度で、年間約６億１６００万人（１日あたり約１６８万人）

参考 （１日あたりの駅利用者数 各社合算値）
利用者数（日本）：西船橋駅：約59万人(JPN15)、船橋駅:約34万人(JPN17)、新宿約２１２万人（World1）､池袋：約１７０万人(World2)
利用者数（世界）：パリ北駅:約5５万人（EU１）、ハンブルグ中央駅：約５５万（EU２）、グランドセントラル駅約７０万人（USA１）

参考：国交省国土数値情報
東京都統計年鑑 他各社HP
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バス

２．概要説明
協議会の運営と本市公共交通の現状について

概要説明

max min

コロナ禍前後で
約３０％ダウン

ほぼ横ばい

Latest Data

１年間で
約１２％回復

・船橋市におけるバスの利用者は、コロナ禍前でほぼ横ばい
・最大利用者数は、平成１８年度で、年間約２６９０万人（１日あたり約７.３万人）
・最低利用者数は、令和３年度で、年間約１９００万人（１日あたり約５.２万人）
・最新利用者数は、令和４年度で、年間約２１４０万人（１日あたり約５.８万人）
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３．議事及び報告

（１）令和６年度船橋市公共交通不便地域
解消事業の令和６年４月１日付ダイヤ改正
及び運行継続について

承認事項
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公共交通不便地域解消事業箇所

船橋駅

津田沼駅

二和向台駅

馬込沢駅

田喜野井地区

丸山地区
八木が谷地区

３．【議事及び報告】
（１）令和６年度船橋市公共交通不便地域解消事業の令和６年４月１日付
ダイヤ改正及び運行承認について

承認事項
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３．【議事及び報告】
（１）令和６年度船橋市公共交通不便地域解消事業の令和６年４月１日付
ダイヤ改正及び運行承認について

承認事項

新たな「改善基準告示」について

出勤 乗務開始 乗務終了 退勤

現在の拘束時間

3路線の平均拘束時間=約１４時間３０分超え

乗務員の拘束時間を原則１３時間以内に収める必要がある。

現在の本事業における３路線の拘束時間は平均して１４時間３０分を超えている。

13

※自動車運転者の労働時間等の改善のための基準（改善基準告示）は、「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準の一部を改正する件」
（令和４年厚生労働省告示第367号）により令和４年12月23日に改正され、令和６年４月１日から適用されます。 参考：厚生労働省 ＨＰ

※

改善基準告示に従った拘束時間



現行

八木が谷線 運行事業者：船橋新京成バス㈱

改正

平日の始発便を6時から６時３０分に、最終便を２２時から２０時３０分
に改正し、土休日ダイヤと平日ダイヤが同じになります。
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３．【議事及び報告】
（１）令和６年度船橋市公共交通不便地域解消事業の令和６年４月１日付
ダイヤ改正及び運行承認について

承認事項



現行

丸山循環線 運行事業者：船橋新京成バス㈱
改正

平日の最終便を２２時から２０時に改正し、
土休日の最終便を２１時から２０時３０分に改正します。

15

３．【議事及び報告】
（１）令和６年度船橋市公共交通不便地域解消事業の令和６年４月１日付
ダイヤ改正及び運行承認について

承認事項



現行

田喜野井線 運行事業者：京成バス㈱

改正

行
先

お
知
ら
せ
時 平日 土曜 休日

5

6

7 05　05　50　50 05　50 05　50

8 30　30 30 30

9 15　15　55 15　55 15　55

10 40 40 40

11 20 20 20

12 00　40 00　40 00　40

13 20 20 20

14 00　40 00　40 00　40

15 20 20 20

16 00　40　40 00　40 00　40

17 20　20 20 20

18 00　00　40　40 00　40 00　40

19 20　20 20 20

20 00　40 00　40 00　40

21 15 15 15

22 00

23

無印：田喜野井地区循環　津田沼駅ゆき　　三山：三山一丁目止り

　［津田沼駅］通過予定時刻表

田喜野井地区循環

お盆期間(8月13日～15日)、年末年始期間(12月30日～1月3日)の運行について

休日ダイヤにて運行いたします

三山

三山

行
先

お
知
ら
せ

時 平日 土曜 休日

5

6

7 00　00　50　50 00　50 00　50

8 30　30 30 30

9 20 20 20

10 00　40 00　40 00　40

11 20 20 20

12 00　40 00　40 00　40

13 20 20 20

14 00　40 00　40 00　40

15 20 20 20

16 00　40　40 00　40 00　40

17 20　20 20 20

18 00　00　40　40 00　40 00　40

19 20　20 20 20

20 00　40 00　40 00　40

21 15 15 15

22 00

23

　［津田沼駅］通過予定時刻表

田喜野井地区循環

お盆期間(8月13日～15日)、年末年始期間(12月30日～1月3日)の運行について

休日ダイヤにて運行いたします

三山 三山 三山

三山

平日・土休日の最終便が２０時になります。

朝便の遅延状況及び利用状況に対応するため、
一部繰り上げ等の改正を行います。
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３．【議事及び報告】
（１）令和６年度船橋市公共交通不便地域解消事業の令和６年４月１日付
ダイヤ改正及び運行承認について

承認事項



地元住民への説明会を実施しました。

路線名 日時・場所 参加者

田喜野井線
令和５年８月３０日（水）14時～１５時

三田公民館

京成バス㈱
船橋市道路計画課
地元住民：２１名

八木が谷線
令和５年９月２日（土）１４時～１５時

八木が谷公民館

船橋新京成バス㈱
船橋市道路計画課
地元住民：８１名

丸山循環線
令和５年１０月２１日（土）１６時～１７時

丸山公民館

船橋新京成バス㈱
船橋市道路計画課
地元住民：１１名

田喜野井線
ダイヤ改正説明会

八木が谷線
ダイヤ改正説明会

丸山循環線
ダイヤ改正説明会

３．【議事及び報告】
（１）令和６年度船橋市公共交通不便地域解消事業の令和６年４月１日付
ダイヤ改正及び運行承認について

承認事項



収支率の比較

令和５年4月～９月
（平均）

令和４年4月～９月
（運行継続基準）

令和４年度
（最終）

八木が谷地区 ６３．９％ ５８．２％ ５８．６％

丸山地区 １０３．７％ ９５．７％ ９４．１％

田喜野井地区 ５３．６％ ５２．８％ ５２．３％
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３．【議事及び報告】
（１）令和６年度船橋市公共交通不便地域解消事業の令和５年４月１日付
ダイヤ改正及び運行承認について



収支率５０％（１００％）を超えるための乗車人数（参考値）

八木が谷地区 丸山地区 田喜野井地区

１日あたり平均乗車人数
（令和５年９月までを基準）

３１1人 ４34人 ２４９人

50％を超えるための
１日あたり平均乗車人数

（令和５年９月までの収支を基準）
２４７人 ２１１人 ２３0人

100％を超えるための
１日あたり平均乗車人数

（令和５年９月までの収支を基準）

４９４人
（あと１８３人）

４２１人
（あと0人）

４６０人
（あと２１1人）

令和５年度 交付決定額 １２，０３７千円 ２，２７６千円 １６，８７７千円

・令和５年度の交付決定額は運行経費から運行収入を差し引いた額
（運行経費の５０％上限）。
・４月～９月の収支率が５０％を２年連続で下回った場合、路線廃止。
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３．【議事及び報告】
（１）令和６年度船橋市公共交通不便地域解消事業の令和５年４月１日付
ダイヤ改正及び運行承認について



２．【議事及び報告】
（１）令和６年度船橋市公共交通不便地域解消事業のダイヤ改正及び

運行承認について

承認事項

船橋市公共交通不便地域解消事業について、令和６年
４月１日からのダイヤ改正と令和６年度も運行継続する
ものとしてよろしいかお諮りいたします。

審議
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３．議事及び報告

（２）船橋市地域公共交通計画の取り組み
について

報告事項
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２．【議事及び報告】
（４）船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

第１回バス乗務員募集合同説明会を開催しました。

〇開催日：令和５年７月１０日（月）１３時００分～１６時３０分

〇場所：船橋市中央公民館

〇主催：船橋市地域公共交通活性化協議会
共催：ハローワーク船橋

〇参加事業者：市内を運行するバス事業者７社

〇当日参加者：８名

取り組み1-1，3-1.3-2
機能充実・連携強化・負担軽減

説明会の様子

募集ポスター



２．【議事及び報告】
（４）船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

第２回バス・タクシー乗務員募集合同説明会を
市川市と共同開催予定！

〇開催日：令和６年２月１８日（日）（予定）

〇場所：船橋市西部公民館（予定）

〇主催：船橋市地域公共交通活性化協議会
市川市公共交通協議会

〇共催及び後援：調整中

〇参加事業者：バス事業者に加えタクシー協会にも
声をかけたいとの市川市からの打診あり
（主に船橋市、市川市を運行する事業者）

取り組み1-1，3-1.3-2
機能充実・連携強化・負担軽減
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２．【議事及び報告】
（４）船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

取り組み1-２.1-4.2-1
利便性向上・意識の醸成・
地域と考える継続的な取り組み

地域住民との懇談会（２回目）を開催しました

船橋日大前駅の未利用スペース松戸市グリスロ実証運行

ポンチョバス

日 時・場 所 参 加 者 内 容

令和５年８月２３日（水）
1５：00～16：00

坪井町松ヶ丘自治会
自治会館1階

・船橋市 道路計画課
・坪井地区自治連合会
・坪井町松ヶ丘自治会
・坪井町緑自治会
・坪井町向台自治会
・坪井地区民生委員

●松戸市への視察報告（坪井地区住民）
→グリーンスローモビリティの導入希望

・継続的な勉強会の開催
・まちあるき実施によるルート考察
・運行体制の検討
・実証運行の実施を目標とする。

懇談会の様子

船橋日大前駅の
未利用スペース



２．【議事及び報告】
（４）船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

取り組み1-1・1-3・3-1
機能充実・抵抗感軽減・デジタル化

船橋駅北口

船橋駅北口バスターミナルの運行表示器等について更新（デジタル化）を目指します。

現在の問題点

・設置後３０年が過ぎており、老朽化や誤表示の事例が増加している。
・２０２４年問題に関連し、事業者の人員が不足しており、安定的な管理が難しい。
・兼ねてより北口バスターミナルの複雑化が懸念されており、改善が必要

解決策とその効果

・デジタルサイネージ等の導入によりDX化を推進し、維持管理の省力化・省人化を図る。
・多言語リアルタイム情報の提供により、市民や観光客、外国人の円滑な移動を実現する。
・わかりやすい表示でバス利用の抵抗感を軽減し、市施設等へのアクセス性を向上させる。

老朽化
誤表示が増加

わかりにくい案内のため
バス利用の抵抗感大



２．【議事及び報告】
（４）船橋市地域公共交通計画の取り組みについて

取り組み1-1・1-3・3-1
機能充実・抵抗感軽減・デジタル化

整備後イメージ図
※規格等は実際に整備する機器とは異なります。
事業は決定しているものではなく、変更又は廃止になる場合もあります。

出典：船橋新京成バス（株）提供資料
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３．議事及び報告

（３）委員からの話題について

報告事項
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第６３回船橋市地域公共交通活性化協議会

【令和６年２月初旬頃を予定】

議題（案）

・令和６年度船橋市地域公共交通活性化協議会予算（案）について 【承認事項】
・運賃協議部会の設立について 【承認事項】
・令和５年度公共交通不便地域解消事業の実施状況について 【報告事項】
・船橋市地域公共交通計画の取り組みについて 【報告事項】

４．その他
次回の開催について
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５．閉会
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資料編
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地域公共交通会議/地域公共交通活性化協議会

出典：国土交通省

資料編
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出典：国土交通省

地域公共交通会議/地域公共交通活性化協議会 資料編
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船橋駅北口バスターミナル 資料編
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船橋駅北口バスターミナル 資料編
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整備予定



ダイヤ改正説明会であった質問事項 資料編

35

・運賃の値上げに関すること
・改善基準告示の内容に関すること
・将来的な運行本数の増減に関すること
・運転手の確保に関すること
・収支率に関すること
・早朝の便と最終便の乗車数に関すること
・電車の時刻表とバスダイヤの連携に関すること
・各便の乗車数に関すること
・市の補助金額に関すること
・他の地区（路線）の現状に関すること
・交差点改良等の道路工事に関すること
・運行に対する感謝や応援メッセージに関すること

説明会での主なやり取り

Ｑ．運転手を３名体制で運行して、夜間のダイヤを維持できないか。
Ａ．３名体制で運行するには、人員増が必要であり、運行経費が大きく上昇してし
まうこと、運転手の人員不足で人員確保ができないことから、３名体制での運行
は難しい状況です。

Ｑ．昼間の時間帯で減便して、夜間のダイヤを維持できないか。
Ａ．昼間の時間帯を減便しても、運転手の拘束時間を減らすことができません。
運転手が出勤してから退勤するまでの拘束時間は13時間以内、連続運転時間は
4時間以内を守る必要があります。拘束時間を13時間以内にするため、どうして
も朝か夜間の時間帯を減便する必要がありますが、夜間の時間帯よりも昼の時
間帯の方が乗客数は多い現状ですので、朝のダイヤを維持するため、夜間を減便
といたしました。

Ｑ．電車のダイヤと連動したバスのダイヤにできないか。（八木が谷・丸山線）
Ａ．現在のダイヤは毎時００時ちょうど、３０分とわかりやすいダイヤということで
、地元の皆様と協議して決定したものです。地元の総意として意見をいただけれ
ば、ダイヤ改正を検討いたします。


